









研 究 紹 介
「明 治末 ・大 正 期 の京漆 器 意 匠」につ いて
佐 藤 敬 二
「明治末 ・大正期の京漆器意匠」の研究は,京 都の諸工芸の伝統 を継承 し,
意匠の改善発展のための基礎資料作成 を目的 としている。近代京漆器の意匠 ・
技法 ・材料についての資料予備調査及び研究計画の策定は昭和55年に行なった。
その後 「京漆器総覧編 さん」(本 号書籍紹介参照)の 為の共同研究 として取組
む事 になる。56年には、京漆器の意匠及び技法 ・材料 について,農 商務省図案
及応用作品展や各種展示会 を中心に 「図録にみる大正期の京漆器意匠」 の調査
分析 を,57年には 「工芸意匠の動向と教育者の活動」 について,ま た58年には
「淡工家組織の活動 と漆器意匠の傾向」 についてそれぞれ調査分析 を行なった。
現在今年は 「漆工家,杉 林古香 とその周辺」 について調査 を進めつつある。
今までの研究の うち京都市工業試験場研究報告No.ll(昭和58年7月15日発行)




明治後期から昭和初期 にかけて,工芸の教育機関 として,京 都市立美術工芸
学校,京 都高等工芸学校,京 都市陶磁器試験場(大 正15年京都市工業試験場 に
一55一
合併),京 都市立第2工 業学校がそれぞれ工芸界と密接な結びつ きをもちつっ
展開す る時期で ある。明治末から昭和初期 に至る京都漆工界の団体 と展示会活
動,指 導者の啓蒙活動 などを調査 した。
要 旨
わが国における工芸産業近代化の基盤は,明 治後期 から大正期にかけて成立
した。明治期には工芸産業の育成 と工芸品の輸出振興 を目指 し,政府の勧業政
策 として海外博覧会への参加、内国博覧会や共進会の開催,海 外伝習生制度 な
ど多くの施策がとられた。大正2年 から,産業振興 ・輸出振興 を目的とした農
商務省図案及応用作品展覧会が開催 されるに至 り,よ うや く工芸意匠の新 しい
試みが芽生 えた。昭和2年 の帝国美術院第八回美術展覧会に第四部 ・工芸の参
加が認められるまでの崩間は,漆 器工芸界にとっても他の工芸 と同 じく激動の
















表6京 都市立美術工芸学校規則 漆工科実習程度 大正12年3月17日




図3神 坂雪佳図案 神坂祐吉作 「月象乃図」手箱硯
図4神 坂雪佳図案 「六角飾箱」
図5中 沢岩太 浅井忠 画
図6中 沢岩太 陶磁器図案(第 一回農展出品)
図7浅 井忠(顔 写真)'
図8浅 井忠 図案 杉林古香作 「菓子鉢魚網」漆器
図9沢 田誠一郎(顔 写真)
図10沢 田誠一郎 「草花模様」漆器書棚 図案(第 二回農展出品)
図11沢 田誠一郎図案 戸嶋光孚作 「手元棚」淡器(第 一回農展 出品)
研究報告No.12(明治末 ・大正期の京漆器意匠 第2報)
一 漆工家組織の活動 と漆器意匠の傾向
明治末 ・大正期の漆工界の団体 と展示会の活動,お よびそれら展示会図録 に
見 る漆器意匠傾向の概要について調査 した。
要 旨
京都漆器業界の近代的 な組織化は,明 治13年の 「漆器商組合」設立 を最初 と
して,以 後明治中期に美術界,工 芸界を網羅 して結成 された京都美術協会の発
足 を見た頃 から,さ まざまな形で進行 した。大正期 も含めて,そ れ らは20数団
体 に及ぶ。 これらの団体 は,各種の展示会活動 を行ない,そ の成果は,京漆器
意匠の展開にとって大 きな刺激 となった。
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また これ らの 団体 の展 示会活動 につ いては,明 治初期 の図版印刷 の進歩 もあ
って,各 種の図録 を通 じて,そ の意匠 の概要 を知 るこ とがで きた。明治末 ・大
正期 の漆 器意匠 につ いては、① 西洋意匠 の導入 ② 新 しい 日本様式確立 への努
力 ③ 伝統的意 匠の継 承 ④ 独 自作家様式 の確 立,の4種 の傾向 として把 握 で
きた。
主 な項 目










2.当 時の主 な展 覧会 と図録
(1)農展 図録 にみ る京都漆 工品
(2)美術工芸展 覧会図録 にみ る漆工 品
3。 各種展覧 会 にみ る京漆 器意匠の考察
{1)西洋意 匠の導入




表1.行 政通達 と漆器 業界の組織化
一58一
表2新 古美品展受賞製品作者別一覧(大 正元年～2年)






表9農 展 にみる沢田誠一郎案 ・セセ ッション様式漆器意匠例
〔図〕
図1浅 井忠図案 杉林古香作 「木菟」用箋箱(関 西美術会第六回展出品)
図2第 一回美術工芸展会場
図3江 馬長閑作 「静寂硯箱」 「静寂」硯箱
図4水 木平太郎案 木村秀雄作 「マルホフ式模様蒔絵」重箱




により所在が明 らかになった,柴 崎家所蔵 の柴崎風岬発行,「 日本漆器新聞」
大正12年～昭和8年(の ち汎工芸 と改題)。 京都美術協会発行の 「京都美術雑
誌」明治23年～25年,「京都美術協会雑誌」明治25年～38年,「京都美術」明
治38年～大正8年 。 日本漆工協会発行の 「日本漆工会雑誌」明法33年～昭和2
年。が有力な参考資料となった。
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